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令和 4 年度の終わりに 
校長 吉田 直美 

 3 月 17 日（金）37 名の 6 年生が誇らしい姿で卒業していきました。立派な返

事、自分の夢を堂々と語る姿、自信に満ちたふるまい、どれをとっても、さすが稲

越小の 6 年生という姿でした。本来でしたら、卒業生の保護者だけでなく、地域

の代表の皆様にもご臨席を賜りたいところでありました。コロナがある程度収束に

向かいつつある状況の中、来年度の卒業式にはぜひ一緒に、卒業生の晴れ姿を見て

いただきける状況になっていることを願っております。 

  明日をもちまして、令和 4 年度の修了式となります。修了式後、そのまま体

育館で離任式を行います。本校から次の勤務先に異動する教職員とのお別れの式と

なります。離任式には卒業した 6 年生も登校してくれます。1 時間目に行います

ので、その後の 2～4 時間目はお別れを実感しての授業となり、今までの思い出を

かみしめながら、貴重な時間を過ごしてほしいと思っております。 

御礼 
 4 月からの 1 年間、子どもたちの成長を日々感じながらともに過ごすことができまし

た。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、日頃より稲越小学校のすべての子ども

たちに温かなまなざしを向けてご支援くださり、本当にありがとうございました。心より

御礼申し上げます。 

 本年度より「命 はなまる！」という学校教育目標を掲げ、子どもたちの命を守ること

を真っ先に考え、子どもたちには「自分も相手も大切にできる子」になることが「命 は

なまる！」の心に近づくことなのだと指導してきました。その中で常に心に留めているこ

とは、子どもは未完成な大人なのではなく、子どもという完成された一つの文化なのだと

いうことです。大人とは違った子どもならではの文化と価値観を、私たち大人が認めリス

ペクトすることが、大人に課せられらた「自分も相手も大切にする」ということなのだと

思っています。 

 3 月 25 日から春休みになります。1 年間の成長と、新年度に向けての期待を胸に、体

と心の充電をしっかりと行い、活力あふれる姿で新学期に会えることを楽しみにしており

ます。 
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